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副作⽤のないがん治療薬の開発 Revolutionizing cancer therapy

BIG3複合体によるがん抑制因⼦PHB2の機能喪失機構の解明と創薬研究①
乳がん細胞では、がん特異的⾜場タンパク質BIG3が、がん抑制因⼦PHB2と結合し
て、その抑制機能を制御する。

本プロジェクトでは、包括的なゲノム解析を通じて同定したがん関連分⼦（がん原因／感受性遺伝⼦、がん特異的機能遺伝⼦、抗がん剤耐性遺伝⼦）のがんの⽣体内機能を明らかに
して、がんの発症・進展およびがん治療抵抗性の分⼦機構の解明とその分⼦の⽣体内機能の制御・検出法を確⽴して、⾰新的な予防法・診断法・治療法の開発、特に、副作⽤のない
がん治療薬の開発を⽬指す。

BIG3複合体によるがん抑制因⼦PHB2の機能喪失機構の解明と創薬研究②
われわれが開発したBIG3-PHB2相互作⽤阻害ペプチド(ERAP) はBIG3からPHB2を
解離し、PHB2の抑制機能を活性化して、乳がんの細胞増殖を抑制する。
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私たちの研究に興味ある⽅ (⼤学院⽣) を募集しています。研究室の⾒学や研究室の参加をご希望の⽅は⽚桐豊雅(t-katagiri@nibiohn.go.jp) までご連絡くださ
い。
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